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１． 事業者名

２． 代表者氏名 小林 力（静岡塗装株式会社　兼　葵開発株式会社　代表取締役）

３． 所在地 静岡塗装株式会社・葵開発株式会社　　：　静岡県静岡市清水区蒲原１丁目25-8

静岡塗装株式会社（東京支社）　　　　　　：　東京都新宿区早稲田鶴巻町524

４． 事業活動 静岡塗装株式会社：塗装業（塗装、土木、とび・土工、舗装、建築、防水）

葵開発株式会社：土木・造園工事／維持管理作業／東名高速道路SAPA環境整備

５． 従業員数 静岡塗装株式会社　：16名

葵開発株式会社　 　：40名

６． 環境管理責任者　 小林 力 （静岡塗装株式会社　兼　葵開発株式会社　代表取締役）

連絡担当者 石井 勇佑(静岡塗装株式会社 工事課）

７． 連絡先 TEL　（054)-385-5155

FAX　（054)-385-5158

８． 建設業許可

建築業

大臣許可　（特ー２８）　第７７９号

許可業種：塗装工事、土木工事、とび・土工工事業、舗装工事、建築工事、防水工事

許可年月日：令和3年6月2日 有効期限：令和8年6月1日

９． 事業の規模

① 設立（現在地）

② 事業規模

百万円

人

ｍ
2

ｍ
2

ｍ2

 
１０． 事業年度　　

１０月１日～翌年９月３０日

１１． レポートの運用期間及び発行日

１２ 認証・登録の対象範囲

対象組織：本社（事務・経理部門、現場部門）、葵開発株式会社　
※東京支店は環境負荷が非常に少ないため現場部門に統合する

2022年10月～2023年9月

葵開発株式会社

207

40

静岡塗装株式会社

278

16

環境経営レポート運用期間　2022年10月1日～2023年9月30日

1966年2月

活動規模 単位

事務所床面積

163

83

売上高

従業員

静岡塗装株式会社・葵開発株式会社

1.　組織の概要

環境経営レポート発行日　　2023年12月1日

活動：塗装事業、造園土木工事業、環境整備（清掃）事業

倉庫床面積

資機材置場

125

１



＜環境管理組織における機能＞

経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限

② 環境方針の作成と社員への周知

③ 環境管理責任者の任命

④ 実施体制の構築

 ⑤ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

⑥ 全体の評価と見直し

環境管理責任者

① 環境経営活動の推進

② 環境経営目標及び環境経営計画の作成

③ 環境経営推進会議の実施

④ 経営者への進捗報告

EA-21活動事務局

① 各部門のデータのまとめ

② 環境経営計画の予実績管理

③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施

④ 環境管理責任者補佐

⑤ 環境関連法規等最新版管理

⑥ 文書・記録の管理

各部門

① 環境経営計画の実施

② 月別部門データの集計・報告

③ 問題点の把握と是正の実施

④ 推進会議の出席

⑤ 従業員教育

静岡塗装（東京支店）

統括環境管理責任者

EA-21活動事務局

（エコリーダー）

只石 義文

石井 勇佑

小林 力

事務・経理部門

（エコリーダー）

伏見 ひとみ

葵開発株式会社

（エコリーダー）

山内 亮人望月 良彦

（エコリーダー）

静岡塗装（本社）

2.　実施体制

対象範囲：静岡塗装（本社・東京支店）・葵開発

経営責任者

（代表取締役社長）

２



① 電気、化石燃料の二酸化炭素排出量の削減に努めます

②

③ 常に節水を心掛け、水の使用量の削減に努めます

④ PRTR対象の化学物質を含まない材料提案と、塗料の適正管理に努めます

⑤

⑥ 環境に関する法規・条例・その他規制等を遵守します

⑦

制定年月日 2020年9月30日

改訂年月日 2022年9月30日

《環境方針》

静岡塗装株式会社

代表取締役　小林 力

3.　環境経営方針

上記方針の達成の為、目標の設定と定期的な見直し作業を行い、継続的な改善に
努めます。

静岡塗装株式会社は、塗装工事業を通じて 『環境と人に優しい彩りあるまちづくり』
をモットーに地球環境への影響を常に意識しながら業務を遂行することで、作業環
境、住環境、地球環境の改善に取り組み、持続可能な社会を実現する永続企業とな
ることを宣言します。

当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、次に掲げる項目を積極的
に取り組みます。

事務所、現場等で発生する廃棄物の排出量を削減すると共に、可能な限り再
資源化を推進します

環境に配慮した提案や、事務用品、建設機械、塗装工具の使用及び検討を心
掛け、環境負荷の低減に努めます

環境活動レポートを作成し、利害関係者等からの要求に応じて公表し、また全
従業員にこの環境方針を周知させ、全社員が参加する環境保全活動の取組
みを目指します

《環境理念》

３



基準期間

2018年10月

〜

2019年9月

基準値 目標削減率 目標値

kg‐CO2 32,548 -2% 31,897

電力 kWh 10,330 -2% 10,123

ガソリン Ｌ 11,004 -2% 10,784

灯油 Ｌ 346 -2% 339

都市ガス ㎥ 113 -2% 111

kg‐CO2 15,748 -2% 15,433

電力 kWh 実績把握

ガソリン Ｌ 4,834 -2% 4,737

軽油 Ｌ 1,758 -2% 1,722

一般廃棄物排出量 ｔ 123.15 -2% 121.0

産業廃棄物排出量 ｔ 14.45 -2% 14.0

㎥ 66.00 -2% 65.0

適正管理

使用量把握

２．中期の環境目標

　基準年度　　　

2018年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

2018年10月

〜

2019年9月

2021年10月

〜

2022年9月

2022年10月

〜

2023年9月

2023年10月

〜

2024年9月

2024年10月

〜

2025年9月

kg‐CO2 32,548 -1% -2% -3% -4%

電力 kWh 10,330 -1% -2% -3% -4%

ガソリン Ｌ 11,004 -1% -2% -3% -4%

灯油 Ｌ 346 -1% -2% -3% -4%

都市ガス ㎥ 113 -1% -2% -3% -4%

kg‐CO2 15,748 -1% -2% -3% -4%

電力 kWh 実績把握 実績把握 実績把握 実績把握 実績把握

ガソリン Ｌ 4,834 -1% -2% -3% -4%

軽油 Ｌ 1,758 -1% -2% -3% -4%

一般廃棄物排出量 ｔ 123.15 -1% -2% -3% -4%

産業廃棄物排出量 ｔ 14.45 -1% -2% -3% -4%

㎥ 66.00 -1% -2% -3% -4%

適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

3件
PRTR対象物質を含まな
い塗料の提案

－ 実績把握 1件 2件

１．運用期間(2022年10月〜2023年9月)の環境目標

化学物質の適正管理・使用量把握

二酸化炭素排出量（建設現場）

項目

4.　環境経営目標

内訳

単位

単位

水道使用量の削減

目標年度

水道使用量の削減

環境に配慮した自
社の取り組み

化学物質の適正管理・使用量把握

PRTR対象物質を含まな
い塗料の提案

－

内訳

環境に配慮した自
社の取り組み

廃棄物

二酸化炭素排出量（事務所）

二酸化炭素排出量（建設現場）

事業年度は10月～翌年9月。
※建設現場の電力に関しては、工事規模により左右されるため目標は設定せず、使用量の把握とする。

内訳

廃棄物

※化学物質使用量の削減については、施主様より塗料等の指定があるため、SDSの管理とPRTR対象化学物質量の把握、技術提案に
おけるPRTR対象物質を含まない塗料の提案に努めることとする。

１件－

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、auでんき（2018年）「0.574㎏-CO2/kWh」・中部電力（2018年度）の調整後排出係数
「0.452㎏-CO2/kWh」を使用した。

二酸化炭素排出量（事務所）

内訳

運用期間

2022年10月

〜

2023年9月
項目

４



１0～12月 1～3月 4～6月 7～9月

① 消灯の徹底

② 昼休み・外出・残業時は不必要箇所の消灯

① 温度設定夏28℃　冬20℃

② クールビズ、ウォームビズ

③ フィルター定期清掃

④ 使用していない部屋の空調停止

その他 伏見 ① ＯＡ機器は省エネモードと不使用時ＯＦＦ

① エコドライブ

② エコ整備

③ 日常・定期点検の実施

④ 渋滞回避ルートの走行

① アイドリングストップ

② 点検整備の推進

都市ガス ストーブ ① こまめな温度調整をする

① コピー用紙の両面使用

② 集約化購買

③ ３Rの実践

④ 廃棄物の分別とリサイクル

① 廃棄物の分別化

② 残塗料、用具のリユース化

① 「節水」の掲示

② 水道を流しながら使用しない

① 積算を正確に行い、必要な分だけ発注する

② PRTR対象物質量の把握

① 事務所周辺や地域の清掃活動 2,3月

② 使用済用紙の裏面利用と郵便等簡易包装

環境に配慮した
自社の取り組み

現場 望月 ① PRTR対象物質を含まない塗料の提案

地域との融合

月初

望月
山内

化学物質の適正
管理

現場 望月

事務所 伏見

事務所水使用量の削減

伏見

望月
山内

伏見

伏見

廃棄物の削減

重機

ガソリン
　・
軽油

事務所

現場

購入電力
空調

伏見照明

5.　環境経営計画

（運用期間：2022年10月～2023年9月）

責任者

及び

担当者

二酸化炭素の削
減

活動項目

乗用車
トラック

スケジュール
目標 区分 項目

５



運用期間（2022年10月〜2023年9月）の環境目標の実績

基準期間

2018年10月

〜

2019年9月

基準値
目標

削減率
目標値

実績
削減率

実績値 評価

kg‐CO2 32,548 -2% 31,897 -17% 27,071 ○

電力 kWh 10,330 -2% 10,123 -25% 7,785 ○

ガソリン Ｌ 11,004 -2% 10,784 -11% 9,749 ○

灯油 Ｌ 346 -2% 339 -100% 0 ○

都市ガス ㎥ 113 -2% 111 2% 115 ×

kg‐CO2 15,748 -2% 15,433 -9% 14,368 ○

電力 kWh 実績把握 実績把握 0

ガソリン Ｌ 4,834 -2% 4,737 -23% 3,738 ○

軽油 Ｌ 1,758 -2% 1,722 26% 2,208 ×

一般廃棄物排出量 ｔ 123.2 -2% 121.0 -54% 56.9 ○

産業廃棄物排出量 ｔ 14.5 -2% 14.0 5% 15.2 ×

㎥ 66.0 -2% 65.0 5% 69.0 ×

kg
適正管理

使用量把握
1020.5

＜評　価＞

原因

是正

原因

是正

原因

是正

変更なし

内訳

二酸化炭素排出量（建設現場）

6.　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

項目 単位

運用期間

2022年10月
〜

2023年9月

二酸化炭素排出量（事務所）

内訳

廃棄物

水道使用量の削減

化学物質の適正管理・使用量把握

2件実績把握 ○

軽油

工事件数の増加に伴い、特に現場で使用する建設機械への給油量が増加して
しまいました。

必要な活動に関しては、引き続きエコドライブを心掛けていきます。

環境に配慮した
自社の取り組み

PRTR対象物質を
含まない塗料の提案

②次年度の環境経営目標

産業廃棄物

毎年工事内容に依って変動がありますが、大型の公共橋梁塗装工事や民間鉄
塔塗装工事による排出が多かった為です。

産業廃棄物削減において、下請・協力会社と連携しゴミ分別等により排出量低
減及びリサイクル化を推進していきます。今後も引き続き実施するように指示を
行いました。

事務所内の人数も増え、それに伴い水道の利用も増加してしまいました。
社用車の洗車や、事務所周辺のグリーンカーテン・植物への水やり、
昼食を外食→会社内自炊に切り替えた人が増えた為と思われます。

洗車は降雨後に拭くことである程度綺麗に保てるので、その方法を実践してみ
ます。事務所周辺の植物の水やりは、貯めておいた雨水を使用するなど工夫で
きる事を行っていきます。

水

６



環境への負荷(経年変化グラフ)
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今後（次年度）の取組

評価 内容 内容

① 消灯の徹底 〇 継続実施

② 昼休み・外出・残業時は不必要箇所の消灯 〇 継続実施

① 温度設定夏28℃　冬20℃ △ 継続実施

② クールビズ、ウォームビズ 〇 継続実施

③ フィルター定期清掃 ○ 継続実施

④ 使用していない部屋の空調停止 〇 継続実施

その他 伏見 ① ＯＡ機器は省エネモードと不使用時ＯＦＦ △ 基本的にはできている 継続実施

① エコドライブ 〇 継続実施

② エコ整備 － －

③ 日常・定期点検の実施 ○ 全部署で日常点検を行う

④ 渋滞回避ルートの走行 － ナビ使用時は設定する

① アイドリングストップ － －

② 点検整備の推進 △ 継続実施

都市ガス ストーブ ① こまめな温度調整をする 〇 エアコンと併用で調節している 継続実施

① コピー用紙の両面使用 〇 継続実施

② 集約化購買 － 次年度検討

③ ３Rの実践 － 次年度検討

④ 廃棄物の分別とリサイクル ○ 継続実施

① 廃棄物の分別化 △ 継続実施

② 残塗料、用具のリユース化 － 検討中

① 「節水」の掲示 〇 継続実施

② 水道を流しながら使用しない 〇 継続実施

① 積算を正確に行い、必要な分だけ発注する ○ 継続実施

② PRTR対象物質量の把握 ○ 継続実施

① 事務所周辺の清掃活動 〇 継続実施

② 使用済用紙の裏面利用と郵便等簡易包装 〇 継続実施

環境に配慮した自社

の取り組み
現場 望月 ① PRTR対象物質を含まない塗料の提案 ○

先方から特に塗料の指定が

ない場合は、水性塗料の提

案を行い、実際に使用するこ
とができた。

継続実施

＜備考＞

　評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

 

水道の前には掲示物を貼り、

節水に努めている

受注工事については必要数

量の使用に努めている

事務所不在時はもちろん、
昼休みの消灯は徹底できた。

エアコンの設定温度は上下し

ているが、使用していない部

屋やエリアの空調は停止でき

ている。
空調フィルター清掃は毎月月

初に実施することができた。

全車をハイブリッド車へ変更

済み。整備点検については整

備工場で定期的に実施して
おり、各自の社用車に対し月

初に定期点検を行っている。

作業時以外はエンジンを停

止している。

社内で完結する資料は裏紙

印刷を徹底し、またメモ用紙

として現場で使用している。
昨年実施が見送られた事務

所内の廃棄物分別の徹底が

され、社員に根付いてきた。

廃棄物の分別に掛かる時間
もあり混廃となっている部署

もある。

地域活動としてカーブミラー

清掃と河川敷清掃を毎年実

施している。

水使用量の削減 事務所 伏見

化学物質の適正管理 現場

事務所
伏見
山内

地域との融合

重機

廃棄物の削減

事務所 伏見

現場
望月
山内

7.　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

評　価
区分 項目

二酸化炭素の削減

購入電力

ガソリン
　・

軽油

乗用車

トラック

（運用期間：2022年10月～2023年9月）

望月

活動項目目的

責任者

及び
担当

照明 伏見

空調 伏見

望月

山内

７



１．自転車通勤へ変更

２．グリーンカーテン設置

3．「エコドライブ10のすすめ」配布

 

4．年賀状の廃止

8.　 当社の取組み

事務所南側壁面にグリーンカーテン用の

「オカワカメ」を栽培開始しました。

ツルは順調に伸びてきており、来年には壁一面に

繁茂することを楽しみにしています。

効果の実感しやすい燃費の把握は社員に根付いて

きたため、次のステップとしてエコドライブの実

践を開始しました。

無駄な燃料消費が抑えられ、車のガソリン代が

10％程度改善したり、余裕を持った車間距離を保

つことで、急発進や急ブレーキが抑えられ、交通

事故リスクが低減します。

今後も継続してエコドライブを実践し、環境にも

経済的にも人にも優しい運転を心がけます。

年賀状は伝統的な日本の慣習であり毎年150～200

枚程度を企業や取引先に送付していましたが、弊

社ではSDGsの観点から環境保全を目的としてペー

パーレス化を推進しており、その取組の一環とし

て紙の使用量を減らすため、年賀状じまいを行い

ました。

エコアクション担当者が、週5日勤務のうち3～4日

を車通勤から自転車通勤に変更(往復20km)

年間約450kgのCo2の削減、年間ガソリン代約

30,000円の節約

来期ももう一名参加予定です。

８



 

9.　地域との融合

◆　カーブミラー清掃　◆

　◆　富士川河川敷のゴミ拾い　◆

　◆　自社周辺のゴミ拾い　◆

９



１． 環境関連法規の遵守状況
当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2023年9月30日

評価者　環境管理責任者　小林　力

条項 適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

第6条の2第6項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守・廃棄物の悪臭・飛散防止 ○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第７項 事業者の産業廃棄物の処理の状況に関する現地確認 産業廃棄物の処理を委託する場合 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 産業廃棄物管理票交付状況等の報告書提出 ○

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施
運搬又は処分業者からのＢ2（90日以内）,D,E票
（180日以内）の期間内返却

○

第１５条 廃棄物置き場保管基準の遵守
表示保管場所の表示（60cm×60cm　以上掲示）
衛生管理等

○

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

第9条 対象建設工事受注者又は自主施工者の分別解体等の実施 解体工事-床面積合計80㎡以上
新築・増築工事-床面積合計500㎡以上
その他の工作物に関する工事（土木工事等－請負代金
額500万円以上）

○

第10条 対象建設工事の発注者又は自主施工者の対象工事の届出 発注者に工事計画等を説明し工事着手7日前までに市
長に届出書を提出

○

第12条 対象建設工事受注者の発注者への届出事項の説明
○

第16条 対象建設工事受注者の再資源化等の実施
○

第18条
対象建設工事の元請業者による発注者への特定建設資材廃
棄物の再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告 ○

第31条 技術管理者の設置（解体工事の監督） ○

第14条 特定建設作業の実施の届出
バックホウ（原動機定格出力80KW以上）を使用する
作業

○

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

第14条 特定建設作業の実施の届出 くい打機 ○

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

第１１条 無登録農薬の使用禁止 登録内容の確認・無登録農薬を使用しない ○

第２５条 農薬使用基準の遵守 農薬の有効期限の遵守

使用状況、保管状況の記録

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

家電リサイクル法（特定家庭用機器再商
品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適切な
引き渡し、料金の支払

指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃棄時のサイクル料金の
支払

該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務 該当なし

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時） 該当なし

第5条 指定製品及び特定製品の管理者の責務 フロン類の管理の適正化等 該当なし

第16条 第1種特定製品の管理者の判断の基準となるべき事項
簡易点検を3ヶ月に1回以上実施・記録は機器廃棄後3
年間は保管する

○

第37条 第1種特定製品整備者の充てんの委託義務等
フロン類の充てんの第１種フロン類充てん回収業者へ
の委託

該当なし

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引き渡
し義務

該当なし

第43条 第1種特定製品廃棄等実施者による書面の交付等
第１種特定製品廃棄等実施者の第１種フロン類充てん
回収業者への書面の交付

該当なし

第86条 フロン類の放出の禁止
何人も、みだりにフロン類を大気中へ放出することを禁
止

該当なし

第3条の１ 国土交通大臣に対する一般建設業の許可の申請

第26条 主任技術者・管理技術者の設置

省エネ法（エネルギーの使用の合理化に
関する法律）

第4条・第7条
エネルギー使用量の合計が１，５００kl／年以上の事業者は
届出

エネルギー使用量（原油換算地）の把握 該当なし

地球温暖化対策推進法 第25条 温室効果ガス算定排出量の報告 温室効果ガスの把握 ○

水道法 第25条の2 指定給水装置工事事業者の指定 給水装置工事主任技術者 ○

第１１条の２ 使用の開始等の届出

第１２条 除外施設の設置等

第4条1項 悪臭の規制

第７条 規制基準の遵守義務

消防法 第１１条 少量危険物の貯蔵（第四石油類） 6,000ℓの1/5以下 ○

労働安全衛生法 第57条 危険物及び有害物に関する規制 該当物質の表示 ○

第71条 騒音に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） 鉄骨及び橋りょうの組み立て作業

第72条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守

第88条 振動に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） くい打機（振動規制法の特定建設作業に準ずる）

第８9条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管

静岡市条例 静岡市環境基本条例 第９条 事業者の責務 公害の防止、環境への負荷の低減その他の環境の保全 ○

法令
リサイクル法（資源の有効な利用の促進に
関する法律）

第4条 指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

２． 違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去3年間ありませんでした。

義務

静岡県生活環境の保全等に関する条例

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する
条例

建設業法

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に
関する法律）

建設リサイクル法（建設工事に係る資材の再
資源化等に関する法律）

騒音規制法

法律

１０.　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

責務・
努力

振動規制法

浄化槽法

自動車リサイクル法（使用済自動車の再
資源化等に関する法律）

静岡県条例

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合
理化及び管理の適正化に関する法律）

法規・条例・規制

○

悪臭防止法

○

○

○

○

○

農薬取締法

下水道法
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作成日：2023年9月30日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特に問題ありませんでした。

6 □

7 □

静岡塗装株式会社

代表取締役　小林 力

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

環境経営目標

環境経営計画

環境に関する組織（実施体制含め）

その他（                                 ）

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

エコアクション２１に対する取組意識は着実に定着しているように感じます。
社員の行動として、不要照明の消灯、冷暖房の設定温度の徹底、エコドライブの実践等、引き続きできることは意識
的に実施されており、エコへの取組としては評価できます。取組み当初から懸念していましたが、工事の内容や規模
により、エネルギーの使用量や廃棄物の排出量が増減します。この為、私たちが省エネや省資源活動を徹底しても
目標未達となる場合もあり、社員のモチベーションの維持に苦労します。目標を達成する為に我々が決めた環境活
動は、環境負荷の低減に必要な活動であると信じ、今後も全社員一丸となって環境負荷の削減に取組み、持続可能
な社会の形成に尽力していく所存です。

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

ほぼ実施できました。次年度も継続して取り組みます。

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載致しました。適用される規制等は遵守されています。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況 次年度以降も運用を続け、状況を判断します。

11.　代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　　　　　　　　　  ２０２3年９月３０日

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文章として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 都市ガス・産業廃棄物は未達

環境経営計画及び取り組み実施状況
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